
　第20期の都議会としては初めての定例会である、平成29年第3
回定例会が9月20日から10月5日で行われ、都民ファーストの会 
東京都議団が都議会公明党等と共同提案した「子どもを受動喫煙
から守る条例」が可決、成立。平成30年4月1日に施行予定です。

　都民ファーストの会 東京都議団は、「ふるい議会を新しく」する
ために都議会ではこれまで25年の間に1本しか成立しなかった
議員提案条例から改革を進めています。25年ぶりに2本目の議
員提出議案が改選後の最初の定例会で実現したことになります。

　受動喫煙は、子どもの喘息や乳幼児突然死のリスクを高めるこ
とが様々な研究で示されています。一方で、子どもは自分の意思
で受動喫煙を避けることが困難であり、子どもをタバコの煙から
守る必要性が高いと考えます。

　この条例は、罰則を設けておらず、「子どもを受動喫煙から守ろ
う！」という啓発を促す理念条例です。条例を策定するにあたっ
ては、意見募集を行い、多くのご意見をいただき、厚生委員会等に
おける活発な議論を経て成立したものです。

代表質問は、知事や局長から答弁を受ける都政全体の政策を問い質す機会です。都民ファーストの会東京都議団では増子ひろき幹事長が
代表して、50項目もの質問を行いました。私の所属する環境・建設部会では、ゼロエミッション東京の実現、水素エネルギー、食品ロス、無
電柱化促進、集中豪雨対策、災害対策などについての質問を作成しました。

25年間で2本目の議員提出議案が成立。
条例をつくる都議会へ始動。

第3回定例会代表質問ハイライト

●第3回定例会の様子
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厳しい自主基準を設け、当初より政務活動費の
飲食や会費への支出は禁止していましたが、今
回、「会議や視察・研修、グループ活動に伴う飲
食経費や宿泊に伴う食事代について政務活動費
は使用原則禁止」を議会として正式に決定した
次第です。

　10月31日の議会改革検討委員会で、全会派
が賛成する形で「常任委員会のインターネット
中継」「政務活動費の飲食への使用原則禁止」が
決定しました。

　インターネット中継については、都議会の委員
会室に中継用の設備が無い一方、15もある委員
会室への導入コストをきちんと検証する必要が
あります。そこで、先ず平成30年度上半期の総
務委員会で試行中継を実施し、順次他の委員会
に展開していく方針です。

　政務活動費の使い方は、全国の地方議会で
度々問題になっています。これまで他会派では、
高級な弁当や新年会の会費などに支出するケー
スが散見されてきました。このような使い方は都
民感覚からかけ離れていることから、都民ファー
ストの会東京都議団は、都議会のルールよりも

「決算特別委員会」で
平成28年度決算を審査

一般会計約7兆円、特別会計を合わせると13
兆円にも上る都の予算がしっかりと使われた
かをチェックする決算特別委員会が設置さ
れ、私は各会計決算特別委
員会副委員長、分科会の委
員長として一般会計ほか15
会計の決算審査を行いまし
た。また、会派を代表しての
全局質疑を行いました。

「環境・建設委員会」活動

環境・建設委員会副委員長として、環境局、
建設局所管の事務事業質疑や付託議案の審
査、陳情審査などを行っています。小平市内
の都道の整備状況と今後の取組み、都立小
金井公園の防災機能及び都内における自然
環境保護施策について質問。環七下の調節
池等洪水対策施設、環状5号線等の道路整
備、環境対策としてのスイソミルなどの現場
視察も精力的に行いました。

都議会、都政へのご意見、
ご要望をお聞かせください。
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●議会改革検討委員会の様子

●質疑の様子
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